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１
月
12
日
、「
自
ら
の
地
域
は
自

ら
の
手
で
守
る
」
と
い
う
精
神
の
も

と
士
気
高
揚
を
目
的
に
伊
佐
市
陸
上

競
技
場
で
出
初
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
消
防
ラ
ッ
パ
隊
を
先
頭
に
、
約

４
０
０
人
の
消
防
団
員
・
消
防
署
職

員
や
消
防
車
両
な
ど
の
パ
レ
ー
ド
で

幕
を
あ
け
、
規
律
訓
練
、
操
法
訓
練
、

梯
子
乗
り
の
演
技
（
表
紙
）、
紅
洋

保
育
園
児
に
よ
る
鼓
笛
演
奏
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
消
防
団
活
動
に
功
績
が
あ

っ
た
団
員
・
家
族
等
に
対
す
る
表
彰

式
も
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
受
章
さ

れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
、
受
章
時
の

階
級
）

（全国統一標語）

防火の決意新たに！
平成 26 年 

伊佐市消防出初式

「 消すまでは 心の警報 ＯＮのまま 」
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　平成 25 年 12 月 1 日付けで民生委員（児童委員）・主任児童委員の一斉改選が行われ
ました。任期は、平成 28 年 11 月 30 日までの３年間です。
　民生委員（児童委員）は、地域の身近な相談相手です。生活上の悩みを相談したいとき、
社会福祉の制度を利用したいときなど、行政をはじめとする各関係団体等と連絡・調整
を行い、問題解決に向けて支援します。
　「誰もが住みなれた地域で安心して暮らし続ける」ことができるよう地域住民の一人
として積極的に地域福祉活動を行います。
※民生委員は児童委員を兼ねています。 
※主任児童委員は、子どもや子育てのことを専門に担当します。

「 誰 も が 住 み な れ た 地 域 で 安 心 し て 暮 ら し 続 け る 」

地区 氏　　名 担当地区

大 
口 

地 

区

 渕之上　俊典  東元町・下元町・稲荷町

 辻　茂子  上八坂中央・上八坂・上八坂東・
 八坂団地・上新町・上町

 中島　國昭  大田・高柳

 井手ノ上　五男  高校裏・木崎・浜里・川島・
 神池

 森田　一則  水ノ手・千束松
 溝辺　勝登  陣ノ尾・山ノ口・大道・緑ヶ丘

 水野　昭信  上原田・原田・国ノ十・
 一の山・忠元

 柿川　裕子  里町・とどろ・井手原
 髙村　裕子  仲町・八坂町

 新原　明  元町実業・上元町・中元町・
 西水流

 後藤　あつ子  中戸切・西戸切・東戸切・戸切

 松岡　三十四
 貯木場・朝日団地・朝日団地西・
 高校西・朝日町・朝日団地東・
 朝日ヶ丘・青木ヶ島

 多賀　龍一  西本町

 田之上　良一  小水流・広岡・あたご・
 コヅルニュータウン

 祁答院　恵子  諏訪馬場・上ノ馬場・
 桜ノ馬場・元町団地

 永井　辰夫
 新青木・上青木西・上青木東・
 上青木中・中山・多々良石・
 改星の里

 舞薗　順子  下青木
 松尾　千代子  西原・永尾・西永尾・農林高通

 園田　正  上目丸・中目丸・下目丸・
 目丸団地

 二反田　令子  篠原・舟ノ川・松ノ口

 山中　和代  一ノ渡瀬・木ノ氏・
 上木ノ氏・笹野

 寶満　千代子  永野原・奈良野・白ヶ谷・
 鉱業所

 大宮司　扶美子  牛尾
 大宮司　康子  郡山・郡山団地
 小牛尾　朋子  ☆主任児童委員
 鶴丸　幸惠  ☆主任児童委員

地区 氏　　名 担当地区

羽 

月 

地 

区

 一ノ宮　貢  園田・鳥巣上・鳥巣下
 上原　浩  冨士・松木原
 山田　かな子  大島北・大島南

 池ノ上　秀登  上ノ馬場・山之口・
 上ノ馬場上

 山之内　満男  並木・麓町・包ノ原
 立本　則利  白木
 岩元　一郎  須原・湯ノ谷・萩谷
 曽山　忠  駅前

 神領　孝明  堂崎・金波田上・
 金波田下

 堂園　孝志  下殿・高津原・竜石
 田中　美智子  大住・下ノ木場・日ノ出
 上園　成子  宮人・八代
 白坂　一豊  川岩瀬・崎山東
 橋口　恭子  崎山・馬渡・福川
 溝口　民哉  辺母木・田代

 福山　美津子  山之神・豊原・羽山・
 富ヶ丘・勝負ヶ段

 川崎　真由美  ☆主任児童委員

西 

太 

良 

地 

区

 宮脇　和生  後村・城下
 未　　定  曽木・諏訪・山城
 冨永　芳信  中央・荻原・門前
 上森千惠子  川西・針牟田・深川
 下鶴　マサ子  土瀬戸・田原
 緒方　芳義  高野・小谷・馬場・笠松
 二之形　ミチ子  堂山・高塚
 山口　久志  田代・釘野々
 橋口　徳二  西方・山神・屋敷段
 田淵　洋一  ☆主任児童委員

問い合わせ先
福祉事務所社会支援係　
☎�１３１１○内　　１２６７・１２６８

　　
　　
　　
　　

　　
あなたの

地区の民生委
員（ 児童委員 ）・主任児童委員
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「 誰 も が 住 み な れ た 地 域 で 安 心 し て 暮 ら し 続 け る 」

地区 氏　　名 担当地区

山 

野 

地 

区

 中村　ミヨ子  小木原上
 伊藤　重德  小木原東・小木原上中
 後田　滿子  小木原中・停車場
 今村　孝二  小木原下・春村・こっがら団地
 中村　義人  境目・仲町・堺町
 三浦　數雄  本町・本山野・上松
 澤田　重光  上之馬場
 川原　美惠子  下之馬場
 岩下　忠志  尾之上・井立田
 渕上　正人  荒平・小川内
 未　　定  竹屋敷・五女木・高原
 狩所　卓美  石井・押野々・三日月・布計
 向井野　末治  平原・渕辺・平原前
 松下　悦子  平出水中央・向江

 小原　惠一  平出水上・折小野・日東・
 馬鍬水流

 倉本　眞治  ☆主任児童委員

菱 

刈 

地 

区

 古田　龍一  永池・小川添・柳野
 松﨑　カズ子  楠原上・楠原下・岩坪
 新鶴田　幸一  場ノ木・西川・本城町

 前原　洋美  本城麓・本城宇都・
 瓜之峰・ 瓜之峰住宅

 吉田　勝宏  青木元

 永田　忠  親交今市・今市前田・
 比良・ 荒田上・島内

 西俣　勝弘  荒田下・大峰・下荒田
 戸田　健二  町舟津田上・町船津田下・荒瀬
 園田　里志  山下・鵜泊・湯之元
 田口　弘子  平沢津・猶原・小原松山

 田ノ上　穗積
 川北麓全・川北宇都・愛都・
 北俣・滝ノ上・中野・湯之尾新町・
 北俣団地・湯之尾団地

 永吉　アツ子  築地全
 山下　弘  共進
 未　　定  五色・弓掛・新川・新拓・楠本
 脇迫　利行  千鳥・徳辺上
 木之下　正行  小路・下馬場・桜馬場・徳辺下
 前畑　よし子  山田・大山口・山田中原

 伊東　公美  前目上・中・下・前目宇都・
 前目住宅・プレジール新菱

 武　睦子  前目麓・内之宮・上内之宮

 松下　秀子  新町・停車場・麓後・
 菱刈ハイツ・成政住宅

 前田　アツ子  本町・下名
 伊伏　チヨ子  下手全
 平瀬　久子  重留南・重留東
 満田　純三  重留西
 上原　すゞ子  花北全・薬師一部
 坂口　京子  薬師・下市山・ウッドタウン菱刈
 知識　義秀  田中上・田中中・田中下
 梅ヶ谷　郁代  上市山・東市山・産野
 茅原　眞理子  ☆主任児童委員
 福田　十二子  ☆主任児童委員

　本市出身の漫画家で「スラムダンク」、
「バガボンド」、「リアル」等でおなじみ
の井上雄彦氏が20年に一度の式年遷宮
を迎えた伊勢神宮に奉納した墨絵「承」
をはじめ、原画のスケッチ等を次のとお
り特別公開します。
　この特別公開は、伊勢神宮をはじめ国
内８か所の神社で開催されますが、神社
以外では伊佐市が「唯一」の開催となり
ます。この貴重な機会にぜひご覧くださ
い。
期　　間

時　　間　10時～20時
場　　所　大口ふれあいセンター２階
※入場無料（会場の都合により入場制限  
　あり）
※『承』及びスケッチ等23点展示予定
問い合わせ先　
企画調整課政策推進係　

☎�１３１１○内　１１２４

　２月22日（土）～３月２日（日）

特別公開 in 伊佐

井上雄彦『承』

伊勢神宮式年遷宮
奉納墨絵 

　　
　　
　　
　　
　　
あなたの

地区の民生委
員（ 児童委員 ）・主任児童委員
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行政からのお知らせ

問い合わせ先　税務課市民税係　　　　☎�１３１１○内　　１１８６

　４月 1 日から消費税率が８％になるため、水道料金も変わります。
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　なお、料金については「水道使用量のお知らせ（検針票）」でも確認で
きます。
問い合わせ先　水道課管理係　　　　　　　　　☎�１３１１○内　　１２９２

消費税率引上げに伴う水道料金改正

　　国民健康保険税　＝　所得割額　＋　資産割額　＋　均等割額　＋　平等割額
　年齢によって課税される種類が変わります。（単身世帯の例）　

　介護保険の２号被保険者となり、医療分と後期高齢者支援分と介護納付分が課
税されます。
医療分＝所得割（7.80％）＋資産割（20.70％）＋ 17,600 円＋ 19,800 円
後期高齢者支援分＝所得割（2.30％）＋資産割（ 5.30％）＋ 5,000 円＋ 5,500 円
介護納付分＝所得割（1.30％）＋資産割（ 5.00％）＋ 6,000 円＋ 3,500 円　

　介護保険の被保険者ではありませんので介護納付分の負担はなく、
医療分と後期高齢者支援分だけ課税されます。
医療分＝所得割（7.80％）＋資産割（20.70％）＋ 17,600 円＋ 19,800 円
後期高齢者支援分＝所得割（2.30％）＋資産割（ 5.30％）＋ 5,000 円＋ 5,500 円

40歳未満の人

40歳以上
64歳以下の人

65歳以上
74歳以下の人

　介護保険の１号被保険者となりますので、介護保険料は別に納めます。
医療分＝所得割（7.80％）＋資産割（20.70％）＋ 17,600 円＋ 19,800 円
後期高齢者支援分＝所得割（2.30％）＋資産割（ 5.30％）＋ 5,000 円＋ 5,500 円
介護保険料（国民健康保険税とは別に納める。）

税の決まり方 なるほど
～

医 療 分　国民健康保険制度の運営費用（保険給付額等）に充てるため、国保加入者（０歳～ 74 歳）
　　　　　　　が負担するものです。
後期高齢者支援分　後期高齢者医療制度の運営に充てるため、各医療保険（国民健康保険や協会けんぽ等）
　　　　　　　がそれぞれの加入者数（０歳～ 74 歳）に応じて負担するもので、医療保険者が徴収し、
　　　　　　　社会保険診療報酬支払基金を通して後期高齢者医療広域連合に交付されます。
介 護 納 付 分　介護保険制度の運営に充てるため、各医療保険（国民健康保険や協会けんぽ等）がそ
　　　　　　　れぞれの加入者数（40 歳～ 64 歳）に応じて負担するもので、医療保険者が徴収し、
　　　　　　　社会保険診療報酬支払基金を通して各介護保険の保険者に交付されます。
所 得 割　世帯の国保資格のある人の所得に応じて賦課されます。
　　　　　　　　総所得金額等 － 33 万円 × 所得割率
　　　　　　　※市民税の所得が原則であるが、農業所得の肉用牛等免税所得は免税前の所得になる。
資 産 割　世帯の国保資格のある人の固定資産税額に応じて賦課されます。
　　　　　　　　固定資産税額 × 資産割率
　　　　　　　※固定資産税額は、個人に賦課されているもの
　　　　　　　　及び共有名義の持分の税額も含まれます。
均 等 割　世帯内の国保加入者の人数 × 均等割額
平 等 割　１世帯につき平等割額が課税されます。

【用語の解説】

ご理解を
お願いする
のじゃ。
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国民健康保険税の税率改正

区　　　分 平成 25 年度
（改正前）

 平成 26 年度
 （改正後） 増　　減

　医療分

所得割 6.40％ 7.80％ 1.40％
資産割 22.70％ 20.7％ △ 2.00％
均等割 15,000 円 17,600 円 2,600 円
平等割 17,000 円 19,800 円 2,800 円

　後期高齢者支援分

所得割 2.20％ 2.30％ 0.10％
資産割 7.30％ 5.30％ △ 2.00％
均等割 5,000 円 5,000 円 据え置き
平等割 5,500 円 5,500 円 据え置き

　介護納付分

所得割 1.10％ 1.30％ 0.20％
資産割 7.00％ 5.00％ △ 2.00％
均等割 6,000 円 6,000 円 据え置き
平等割 3,500 円 3,500 円 据え置き

　「自治体情報」を選択すると、市からのお知らせやイベ
ント情報などがわかる。内容は週１回更新。
※災害等の緊急時は随時更新。
　現在の最新情報がすぐに見られる！ぜひご覧ください。
問い合わせ先　総務課広報係　　☎�１３１１○内　１１１６

自治体情報

ピッＭＢＣのチャンネルで　　　ボタンを　　　！

ピッ

税率改正のポイント

税率
チェック
じゃ！

　本市の国保制度は、地域住民の医療を確保する制度として、国民皆保険制度の基幹的役割を果たす
重要な役割を担っているものであり、将来に渡り持続可能なものにしていかなければなりません。
  しかしながら、現状の国保財政運営は、さまざまな要因から被保険者数や国保税収入は減少するも
のの、医療費総額は年々増加する一方です。また、75 歳以上の医療費も国保と同様に伸び続けてい
ることから、後期高齢者医療制度を支えるための支援金拠出額も増え続けています。
　そのため、市の国保財政は平成 21 年度以降赤字で基金残高も底をつき、今後３年間は毎年約１億
5,000 万円の赤字が見込まれるなど非常に厳しい財政状況を強いられています。
　これまで市では、国保加入者の負担をできる限り抑えるため５年間税率を据え置いてきましたが、
安定した国保運営を継続するためにも税率を改正することとなりました。

〈平成 25 年第４回市議会定例会（平成 25 年 12 月開催）において可決〉
　市では国保税確保に向けた取組みや健診・予防事業、ジェネリック医薬品の利用促進などで医療費
の抑制を図りながら、国保の安定運営に努めていきます。ご理解とご協力をお願いします。

①国保加入者が減少する中で、医療費総額が増加していることから、医療分の税率見直しを主に行う。
②資産割の負担がやや高いことから資産割の見直しを行う。
③社会情勢を考慮したうえで、財源不足約１億 5,000 万円のうち３分の１程度の財源を国保税で確保
　する。
④不足する財源は、一般会計から補てんする。
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8020 運動「よく噛んで食べてね」
　「私たちの健康は私たちの手で」をキーワードに活動
するボランティア団体“食生活改善推進委員”の皆さん
が、8020 運動推進活動の一環として、牛尾小２年の児
童 11 人に健康な食生活について教室を開催しました。
　よく噛んで食べることや歯磨きの必要性をイラストな
どで学んだあとは、家庭でも簡単に作れる野菜たっぷり
のミニピザ作りを体験しました。普段は食べられないホ
ウレン草も楽しくみんなでお料理すれば「美味しい！」
に変わり、みんな笑顔の１時間でした。

　１月 3 日、伊佐市文化会館で「成人式」が行われ
ました。
　華やかな振り袖や真新しいスーツを身にまとった
新成人たちは、久しぶりに再会する友人たちと写真
を撮ったり、会話に花を咲かせていました。
　式では、新成人を代表して、久保田菜緒さんが「20
歳の抱負」を述べました。また、サプライズゲスト
として伊佐市公認キャラクターのイーサキングも駆
けつけ祝辞を述べました。恩師のビデオレターが放
映されると、会場からは歓声が上がり、当時の思い
出を懐かしんでいました。今年は、322 人の新成人
が大人としての一歩を踏み出しました。

デザイン参考案デザイン参考案

2014年伊佐市成人式

～ただいま～

大人になって帰ってきました

伊佐市からのRe　start

デザイン参考案デザイン参考案

2014年伊佐市成人式

～ただいま～

大人になって帰ってきました

伊佐市からのRe　start

デザイン参考案デザイン参考案

2014年伊佐市成人式

～ただいま～

大人になって帰ってきました

伊佐市からのRe　start

デザイン参考案デザイン参考案

2014年伊佐市成人式

～ただいま～

大人になって帰ってきました

伊佐市からのRe　start
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鬼火焚きで無病息災を願う

11 年ぶりに　もぐら打ち

　新しい年を
祝う鹿児島の
正月行事とい
えば「鬼火焚
き」です。今
年も市内各地
で行われ、孟
宗竹や間伐材
などで組まれ
たやぐらに火
が点けられる
と、新春の夜
空にむけて大
きく燃え上が
りました。

　この行事は、火と竹の弾ける音で鬼（悪霊）
を追い払い、１年の無病息災を祈願するもの
です。
　やぐらの形や大きさに違いはあるものの、
参加者たちの願いは一つ、「今年も一年みん
な元気に過ごせますように」。

 （写真：徳辺上自治会）

　１月 14 日、小水流子ども会では小正月行
事のもぐら打ちを行いました。
　今年一年の豊作を願い、もぐらが農作物を
荒らさないようにと、自治会内の家々の庭先
で子どもたちは大きな声でもぐら打ちの歌を
歌いながら、わらを巻いた竹棒で地面をたた
きました。少子化で平成 15 年を最後に途絶
えていましたが、その後転入者があり子ども
が増えたことから青壮年部も協力して 11 年
ぶりにもぐら打ちが復活しました。

特別講師は「宇宙飛行士」

　朝日新聞社・ベルマーク教育助成財団主催
の読書推進事業「ベルマーク版オーサー・ビ
ジット」（人気の本の作者を迎え行う特別授
業）に大口明光学園が選ばれました。
　熱い気持ちを綴り応募した生徒たちに応え、
大口明光学園を訪れたのは日本人２人目の女
性宇宙飛行士「山崎直子」さんです。
　12 月 17 日の特別授業には、生徒をはじめ
学校関係者や保護者など 170 人が参加し、貴
重な宇宙での体験談に聴き入りました。
　生徒たちの質問に近くまで歩み寄り笑顔で
答え、一人ひとりと握手する姿に会場からは
歓声があがり、時間いっぱい質問が途切れる
ことはありませんでした。
　踏み出す勇気と努力を続けてこられた山崎
さんの言葉は、生徒たちが夢へと向かうエネ
ルギーになったことでしょう。

　結成 50 周年を迎えた社会奉仕団体「伊
佐ライオンズクラブ」から、子どもたちの
情報教育の推進に役立ててほしいと、電子
黒板 10 台が市教育委員会に寄贈されまし
た。電子黒板は、パソコンと接続して写真
や動画を映し出せ、専用の電子ペンで書く
こともできます。
　これまで市内の小・中学校 18 校に１台
もしくは２台ずつ配備されていましたが、
今回の追加配備でこれまで以上の積極的な
活用が可能になりました。
　次代を担う子どもたちの情報活用能力が
向上することを期待します。

（写真：田中小学校６年生）

電子黒板寄贈「ありがとう」
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市教育委員会委員任命

剣の修練の成果を競う文部科学大臣表彰（社会教育功労）

　久保田悦子さん（下名・45 歳）は、12 月
の定例市議会で同意を受け ､12 月 12 日、隈
元市長から教育委員に任命されました ｡ 任期
は４年間です ｡

　１月 13 日、伊佐市制５周年記念第 35 回
菱刈剣道大会が、菱刈農業者トレーニングセ
ンターで行われました。県内外から 96 チー
ムが参加し、日頃の稽古の成果を競いました。
　会場には、気合いのこもった掛声と竹刀で
打ち込む鋭い音が響きました。
　試合の結果は次のとおりです。
小学生男子の部（37 チーム）　　
優　勝　高岡練士館（宮崎市）
準優勝　南月少年剣道クラブＡ（鹿児島市）
第三位　吉松剣道（湧水町）
第三位　平佐西小剣道スポーツ少年団
　　　　（薩摩川内市）
小学生女子の部（16 チーム）
優　勝　あさぎり翔成館Ａ（球磨郡錦町）
準優勝　高岡練士館（宮崎市）
第三位　松元剣道スポーツ少年団Ｂ
　　　　（鹿児島市）
第三位　下水流剣道スポーツ少年団（出水市）
中学生男子の部（27 チーム）
優　勝　穴師剣道会（大阪府泉大津市）
準優勝　あさぎり中学校Ａ
　　　　（球磨郡あさぎり町）
第三位　南月少年剣道クラブＡ（鹿児島市）
第三位　城西中学校Ａ（鹿児島市）
中学生女子の部（16 チーム）
優　勝　垂水中央中学校（垂水市）
準優勝　栗野中学校（湧水町）
第三位　野田中学校Ａ（出水市）
第三位　帖佐中学校（姶良市）

　永野治さん（下目丸・63 歳）は、多年に
わたり社会教育の振興に尽くした功績が認め
られ、11 月 14 日に文部科学大臣表彰を受賞
されました。

伊佐のひな祭り「福かざり」

　伊佐の恒例行事となりつつある、市商工会女性部の皆さんによる吊るし雛「福かざり」が今年もお
目見えします。２月 23 日～３月９日まで、旧はなよめ貸衣装部の空き店舗で行われます。思いのこ
もった手作り作品をぜひご覧ください。
　問合せは、市商工会女性部（☎ 0995-26-0179）まで。



　本城校区では「まぼろしのおきな草の郷」柳野自治会で平成５年から平成７
年までの３年間「おきな草まつり」が盛大に開催され、当時の新聞でも大きく
報道されました。その後まつりは中断していましたが、おきな草の種子は全国
に少しずつ広がっていきました。そこで平成 17 年に今まで個々に行われてき
た校区の催しをまとめた「本城おきな草春まつり」を校区の有志に援助をもら
い、校区全体の催しとして立ち上げて今年で 10 年目となります。
　主な内容は文化祭（作品展示・演芸会）を中心に絵手紙コンテスト表彰式

（平成 12 年から）ゲートボール大会、グラウンドゴルフ大会、少年サッカー大
会（低学年）などが行われます。その他絵手紙体験コーナー、バザー、特産
品・おきな草の販売、出店、抽選会、おきな草の里までシャトルバスの運行な
ど年々充実してきました。それにつれて参加者も年毎に増えてきています。
　特に絵手紙コンテスト表彰式では全応募者の絵手紙が展示されるため多
くの方々が訪れ、作品の前で記念撮影する光景もみられます。今後の課題
は、このイベントにたずさわるスタッフが高齢化してきていることです。
いかにしてこの行事を続けていくか考える時期となっています。
　幸い小学校の元気なＰＴＡ会員が「おやじの会」を立ち上げ、さ
まざまな活動を始めており、今後校区を盛り上げていくのではと期待
しているところです。今年の「おきな草春まつり」は 3 月 16 日（日）
の午前 10 時から本城校区集会施設周辺で行われます。是非一度お越
しください。お待ちしています。　　　　　　　　（校区役員Ｆさん談）
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い
合
わ
せ
先
　
伊
佐
警
察
署
　
☎
�
０
１
１
０

１
１
０
番  

だ
よ
り

高
齢
者
の
交
通
事
故
が
多
発

　
昨
年
の
県
内
交
通
死
亡
事
故
死
者
数

は
91
人
と
前
年
よ
り
大
幅
に
増
加
し
、

そ
の
内
、
高
齢
者
の
死
者
数
は
全
体
の

半
数
以
上
を
占
め
る
な
ど
、
県
内
を
取

り
巻
く
交
通
情
勢
は
極
め
て
厳
し
く
、

特
に
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
対
策
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
伊
佐
市
に
お
い
て
も
、
昨
年
発
生
し

た
95
件
の
人
身
事
故
の
う
ち
51
件
が
高

齢
者
の
関
係
す
る
事
故
で
、
２
人
の
高

齢
者
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
お
願

い
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

　昨年、山野地区防犯パトロ
ール隊は九州代表として「青
パトフォーラム全国大会」に
出場し、地域と連携したボラ
ンティア活動を高く評価され
ました。また、これまでの取
組みは他地域の参考になると
して先月、警察庁（東京）の
視察団が山野校区を訪れ、防
犯活動だけでなく地域に密着
した「ふれあい活動」につい
ても称賛の言葉をいただきま
した。

問
い
合
わ
せ
先
　
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　
１
１
２
７

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
信

　
　
　本

城
校
区
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

①
薄
暗
く
な
っ
て
か
ら
の
外
出
は
控
え
、

　
外
出
す
る
際
は
必
ず
夜
光
反
射
材
を

　
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

②
お
近
く
で
交
通
安
全
教
室
が
開
か
れ

　
る
際
は
必
ず
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

③
体
調
が
悪
い
時
は
運
転
を
控
え
ま
し

　
ょ
う
。

④
免
許
証
返
納
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ

　
う
。

　
以
上
の
こ
と
を
参
考
に
し
て
、
自
ら

が
悲
惨
な
交
通
事
故
の
被
害
者
ま
た
は

加
害
者
に
な
ら
な
い
よ
う
十
分
気
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。
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消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ス

男
女
共
同
参
画
社
会

問
い
合
わ
せ
先
　
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
１
２
８

問
い
合
わ
せ
先
　
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
地
域
振
興
課
内
）　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
５
９

　
仕
事
を
し
な
が
ら
子
育
て
や
介
護
な

ど
を
す
る
人
が
増
え
て
い
る
中
、
仕
事

と
生
活
の
調
和
を
図
り
た
い
と
い
う
人

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
育

て
や
介
護
以
外
の
理
由
で
も
、
資
格
を

取
っ
て
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ッ
プ
を
し
た

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
り
、

し
っ
か
り
休
養
を
と
り
疲
労
を
回
復
す

る
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
、ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
で
き

た
ら
い
い
な
と
考
え
て
い
る
人
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
は
、
働
く
人
す
べ
て
に
関
係
す

る
こ
と
な
の
で
す
。

　
そ
も
そ
も
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
と
は
、
単
に
仕
事
と
生
活
に
割
く

時
間
を
半
々
に
す
る
と
い
う
意
味
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
仕
事
と
生
活
の
う
ち
、

ど
こ
に
重
点
を
置
き
た
い
か
は
そ
の
人

の
生
き
方
、
働
き
方
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
し
、子
育
て
期
、中
高
年
期
と
い
っ

た
人
生
の
各
段
階
に
応
じ
て
も
変
わ
っ

て
き
ま
す
。つ
ま
り
、ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
が
目
指
す
姿
は
、
そ
れ
ぞ
れ

黄
色
い
リ
ボ
ン
�

の
人
の
置
か
れ
た
状
況
に
応
じ
て
仕
事

と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
れ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
、
多
様
な
人
材
が
自
分
の

事
情
に
合
わ
せ
て
働
く
こ
と
の
で
き
る

社
会
な
の
で
す
。

～
政
府
広
報
オ
ン
ラ
イ
ン
か
ら
～

女
性
サ
ロ
ン
室

　
あ
な
た
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め

に
、
一
緒
に
考
え
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

開
催
日
　
２
月
５
日
（
水
）・
19
日
（
水
）

時
　
間
　
13
時
30
分
～
16
時

場
　
所
　
大
口
仲
町
旧
安
楽
ヨ
シ
子
宅

女
性
サ
ロ
ン
室
連
絡
先

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０

【
事
例
】

　
Ａ
社
か
ら
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
会
社

Ｂ
社
か
ら
封
筒
が
送
ら
れ
て
き
て
い
な

い
か
」
と
電
話
が
あ
り
、「
あ
な
た
し

か
買
え
な
い
の
で
、
代
わ
り
に
買
っ
て

く
れ
た
ら
倍
額
で
買
う
」
と
提
案
さ
れ

た
。
し
ば
ら
く
し
て
Ｂ
社
か
ら
電
話
が

あ
り
、
１
５
０
万
円
分
購
入
す
る
こ
と

に
し
、
指
示
さ
れ
た
と
お
り
宅
配
便

で
品
名
に
「
金
属
類
」
と
書
い
て
現

金
を
送
っ
た
。
そ
の
後
、
Ａ
社
か
ら

「
１
０
０
万
円
分
上
乗
せ
し
て
ほ
し
い
」

と
電
話
が
あ
り
、
娘
に
お
金
を
借
り
に

行
っ
た
と
こ
ろ
、「
だ
ま
さ
れ
て
い
る
」

と
言
わ
れ
た
。
後
日
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
3

石
が
送
ら
れ
て
き
た
の
で
質
屋
で
見
て

も
ら
っ
た
が
、「
値
が
つ
く
も
の
で
は

な
い
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
お
金
を
取

り
返
し
た
い
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　
買
え
買
え
詐
欺
で
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
が
送
ら
れ
て
き
た
後
に
、
別
の
会
社

か
ら
「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
い
て
い
な

い
か
」「
代
わ
り
に
申
し
込
ん
で
ほ
し

い
」「
名
義
を
貸
し
て
ほ
し
い
」「
あ
な

　
　
　
　
　
　 

た
の
名
前
で
買
っ
た
」

な
ど
の
電
話
が
あ
り
ま
す
。
勧
誘
の
電

話
を
受
け
た
際
は
、「
興
味
あ
り
ま
せ

ん｣

「
お
断
り
し
ま
す
」
と
言
っ
て
早

め
に
き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。
特

に
過
去
に
被
害
に
あ
っ
た
人
は
、
同
様

の
勧
誘
を
受
け
る
可
能
性
が
高
い
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
一
度
電

話
に
出
る
と
切
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

留
守
番
電
話
機
能
を
利
用
し
て
、
か

か
っ
て
き
た
電
話
に
は
出
ず
、
必
要
に

応
じ
て
後
で
か
け
直
す
よ
う
に
す
る
方

法
が
有
効
で
す
。

※
買
え
買
え
詐
欺
は
他
に
も
未
公
開
株

　
や
社
債
、
フ
ァ
ン
ド
、
権
利
取
引
な

　
ど
が
あ
り
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ

　
て
い
る
人
の
多
く
は
高
齢
者
で
す
。

　
日
頃
か
ら
家
族
や
身
近
な
人
に
よ
る

　
見
守
り
が
大
切
で
す
。

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
見
守
り
新
鮮
情

報
か
ら
引
用
）

「
あ
な
た
に
と
っ
て
の

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
は
？
」

買
え
買
え
詐
欺
に
ご
注
意
!!

子育てしながら

仕事を続けられ

て生きがいを感

じている
夫のおかげで

家事と仕事の

 両立が楽に

   なった！
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問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
増
進
課
健
康
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
１
７

防
接
種
（
昭
和
52
年
度
か
ら
開
始
）
は
、
当
時
、
先
天
性
風
し

ん
症
候
群
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
中
学
生
の
女
子
の
み

を
対
象
に
行
わ
れ
た
た
め
、
現
在
の
30
歳
代
後
半
以
上
と
な
る

男
性
は
予
防
接
種
の
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
平
成
7
年

か
ら
男
女
と
も
に
接
種
対
象
に
な
り
ま
し
た
が
、
現
在
の
20
歳

代
後
半
か
ら
30
歳
代
前
半
の
男
性
の
接
種
率
は
低
く
、
こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
風
し
ん
患
者
の
多
く
が
20
～
40
歳
代
の
男
性
と

な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

予
防
接
種
に
つ
い
て

　
風
し
ん
は
定
期
予
防
接
種
と
な
っ
て
お
り
、
対
象
と
な
る
1

歳
児
（
第
1
期
）
及
び
、小
学
校
入
学
前
１
年
間
（
第
2
期
）
は
、

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
無
料
で
受
け
ら
れ
ま

す
。（
健
康
増
進
課
か
ら
対
象
者
へ
予
診
票
を
送
付
）

　
そ
れ
以
外
の
年
齢
の
場
合
、
接
種
料
金
は
自
己
負
担
と
な
り
、

料
金
の
設
定
は
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
機
関
で
異
な
り
ま
す
。
予
防

接
種
を
受
け
た
い
人
は
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

風しんのまめ知識

風
し
ん
に
つ
い
て

　
春
先
か
ら
初
夏
に
か
け
て
流

行
が
み
ら
れ
る
風
し
ん
は
、
風

し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
お
こ

る
急
性
の
発
疹
性
感
染
症
で
す
。

潜
伏
期
間
は
２
～
３
週
間
。
主

な
症
状
と
し
て
発
疹
、
発
熱
、

リ
ン
パ
節
の
腫
れ
が
認
め
ら
れ

ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て

も
明
ら
か
な
症
状
が
で
る
こ
と

が
な
い
ま
ま
免
疫
が
で
き
て
し

ま
う
（
不
顕
性
感
染
）
人
も
い

る
よ
う
で
す
。
一
度
か
か
る
と
、

大
部
分
の
人
は
生
涯
風
し
ん
に

か
か
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
は
患
者
の
飛

ま
つ
（
唾
液
の
し
ぶ
き
）
な
ど

に
よ
っ
て
ほ
か
の
人
に
う
つ
り

ま
す
。
発
疹
の
出
る
２
～
３
日

前
か
ら
、
発
疹
が
出
た
あ
と
の

5
日
く
ら
い
ま
で
の
患
者
は
感

染
力
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

先
天
性
風
し
ん
症
候
群
に
つ
い

て　
妊
娠
中
と
く
に
、
妊
娠
20
週

頃
ま
で
に
風
し
ん
に
か
か
る
と
、

胎
児
が
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
、
難
聴
、
心
疾
患
、
白
内

障
、
そ
し
て
精
神
や
身
体
の
発

達
の
遅
れ
等
の
障
が
い
を
も
っ

た
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
障

が
い
を
先
天
性
風
し
ん
症
候
群

と
い
い
ま
す
。
妊
娠
す
る
前
に

予
防
接
種
を
受
け
て
、
妊
娠
中

に
風
し
ん
に
か
か
る
こ
と
を
予

防
し
ま
し
ょ
う
。（
妊
娠
中
は

風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
！
）

男
性
も
注
意

　
風
し
ん
の
患
者
発
生
の
傾
向

と
し
て
、
風
し
ん
と
報
告
さ
れ

た
人
の
7
割
以
上
が
男
性
。
そ

の
う
ち
8
割
以
上
が
20
～
40
歳

代
で
す
。
男
性
が
風
し
ん
に
か

か
る
と
、
妊
娠
中
の
女
性
が
近

く
に
い
た
場
合
、
風
し
ん
を
う

つ
し
、
そ
の
赤
ち
ゃ
ん
が
先
天

性
風
し
ん
症
候
群
と
な
っ
て
生

ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
予

　
こ
れ
ま
で
風
し
ん
の
予
防
接
種

を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
か
、
過
去

に
風
し
ん
に
か
か
っ
た
か
が
分
か

ら
な
い
人
は
、
医
療
機
関
で
抗
体

検
査（
風
し
ん
に
対
す
る
免
疫
が
あ
る
か
ど
う
か
の
検
査
）

を
受
け
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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南三陸だより
Minamisanriku　Town

Vol. 22

　

　

レ シ ピ 「かごしまのおかず（開港舎）」より

みかんゼリー

〈作り方〉　
①みかんの果肉を裏ごしし、果汁を取る。
②鍋にＡを入れ、火にかけて木べらで混
　ぜながら煮溶かす。
③少し冷まして①の果汁を混ぜる。
④プリン型に③を流し入れ、冷やしてか
　ためる。

「果実をまるごと使って」生
Vol.40

　
南
三
陸
町
で
２
度
目
の

冬
を
迎
え
ま
し
た
。
被
災

し
自
宅
を
失
っ
た
人
の
多

く
は
、
仮
設
住
宅
で
３
度

目
の
お
正
月
を
迎
え
た
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
12
月

に
は
町
内
第
１
号
と
な
る

戸
倉
地
区「
藤
浜
団
地（
写

真
）」
の
造
成
工
事
が
完
了

し
ま
し
た
。
本
年
中
に
は

家
の
新
築
が
始
ま
り
、
来

年
の
お
正
月
は
新
居
で
過

ご
す
人
が
増
え
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。

　
振
り
返
る
と
、
平
成
24

年
４
月
に
着
任
し
て
か
ら
、
１

年
10
か
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

25
年
度
は
帰
省
す
る
こ
と
も
多

く
、
帰
省
す
る
度
に
、
気
温
差

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
日
の
入

り
の
時
間
が
違
う
こ
と
で
遠
く

離
れ
た
地
で
働
い
て
い
る
こ
と

を
実
感
す
る
こ
と
で
し
た
。
私

の
仕
事
は
税
関
係
で
す
の
で
、

直
接
復
興
に
関
す
る
作
業
で
は

な
い
た
め
、
本
当
に
南
三
陸
町

の
皆
さ
ん
の
力
に
な
れ
て
い
る

か
不
安
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
２
月
か

ら
は
住
民
税
の
申
告
も
始
ま
り

ま
す
の
で
、
年
度
末
ま
で
は

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。
最
後
の

最
後
ま
で
精
一
杯
自
分
の
力
を

発
揮
し
て
、
や
り
残
し
た
こ
と

が
な
い
よ
う
、
ま
た
胸
を
張
っ

て
伊
佐
市
に
帰
っ
て
来
れ
る
よ

う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
上
田
恒
静
）

〈材　料〉４人分

みかん　　　中４個
　　水　　　80ml
　　粉寒天　2.5g
　　砂糖　　大さじ２

Ａ

み
か
ん
ゼ
リ
ー



日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本（抜粋）】

　  は休館日
　  はイベント
開館時間　火 ～ 土：９時～ 18 時
　　　　　日・祝日：９時～ 17 時
※蔵書点検のため休館
大口図書館：18 日（火）～ 21 日（金）
菱刈図書館：25 日（火）～ 28 日（金）

【おすすめの一冊】（新刊全点案内より引用）

児  童 一  般

　坂本さんは、牛の命
を解いて（殺して）お
肉にする仕事をしてい
ます。ある日、息子の
しのぶくんは授業参観
でお父さんの仕事を尋
ねられて、「普通の肉
屋です」と言いました
が…。

　挙銃を持った老人に
よるバスジャックに遭
遇した杉村。あっけな
く解決したかに見えた
事件の動機の裏側には、
深い闇が隠されていた
…。「誰か」「名もなき
毒」に続く杉村三郎シ
リーズ第３弾。

いのちをいただく　新版　魚戸おさむとゆかいな仲間たち

（出版：講談社） （出版：集英社）

ペテロの葬列　宮部みゆき

【　児　童　】
２月のおはなし　鬼まつりの夜 富安陽子
いすおばけぐるぐるんぼー 角野栄子
チャーリー、おじいちゃんにあう ヘレン・オクセンバリー

【　一　般　】
おとこのるつぼ 群ようこ
爛 瀬戸内寂聴
雨の底 北原亞以子

【イベント情報】
ふれあいメルヘンひろば
日　時　２月 22 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本
　　　　や紙芝居の読み聞かせ
ブックスタート      
日　時　２月 22 日（土）11:00 ～ 11:30   
場　所　大口図書館     
内　容　絵本の読み聞かせや簡単な遊びなど。初めての人
　　　　にはブックスタートパックをプレゼント。
対象者　市内在住の 2 歳未満の赤ちゃんとその保護者及び
　　　　出産予定の人等
　参加希望者は、２月 21 日（金）17 時までにご連絡くだ
さい。当日は、母子健康手帳を持参ください。

○

【２月の図書館カレンダー】

○

おはなしボランティア

子どもとお話の世界

を楽しみたい人なら

どなたでも

募集中！



ISA City Public Relations  2014.02.01　　16

伊佐市からのお知らせ

お
知
ら
せ

平
成
25
年
度
特
定
健
診
は
お
済
で
す

か　
特
定
健
診
は
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

（
40
歳
～
75
歳
未
満
）
で
あ
れ
ば
無
料
で
受

診
で
き
ま
す
。

　
現
在
、
受
け
ら
れ
る
特
定
健
診
は
、
次
の

募
　
　
集

業
務
内
容

▽
配
送
業
務

　
①
給
食
配
送
・
回
送
業
務

　
②
食
器
・
食
缶
の
洗
浄
業
務

　
③
調
理
業
務

　
④
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
の
指
示
す
る
業
務

▽
調
理
業
務

　
①
調
理
業
務

　
②
給
食
配
送
・
回
収
業
務

　
③
食
器
・
食
缶
の
洗
浄
業
務

　
④
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
の
指
示
す
る
業
務

募
集
人
員
　
各
１
人

応
募
資
格

　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
次
の
事
項
に
該
当

す
る
人

①
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
で
満
60
歳
以
下

　
の
人

②
普
通
自
動
車
免
許
を
取
得
し
て
い
る
人

③
健
康
で
協
調
性
の
あ
る
人

勤
務
日
数
　
年
間
２
２
０
日

勤
務
時
間
　

8
時
～
16
時
45
分

雇
用
期
間
　
平
成
26
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
平
成
27
年
３
月
31
日

※
８
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
を
除
く
。

報
　
　
酬
　
月
額
１
６
５
、
１
０
０
円

学
校
給
食
配
送
業
務
及
び
調
理
業
務

嘱
託
員
募
集

業
務
内
容

　
幼
稚
園
・
学
校
が

支
援
を
必
要
と
判
断

し
た
幼
児
・
児
童
・

生
徒
へ
の
教
育
的
支

援
を
担
任
教
諭
の
指
示
の
も
と
行
う
。

勤
務
日
数
　
年
間
約
２
０
０
日

※
原
則
と
し
て
幼
稚
園
・
学
校
の
登
校
日

勤
務
時
間
　
８
時
30
分
～
13
時
30
分

勤
務
条
件
　
時
給
９
０
０
円

※
労
災
保
険
加
入

応
募
資
格

①
市
内
及
び
近
郊
市
町
に
お
住
ま
い
で
普
通

　
自
動
車
免
許
を
持
つ
人

②
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、
教
員
免
許
等
の

伊
佐
市
立
幼
・
小
・
中
学
校
特
別
支

援
教
育
支
援
員
募
集

そ
の
他

　
社
会
保
険
・
厚
生
年
金
・
雇
用
保
険
・
労

災
あ
り

応
募
方
法

　
自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
で
上
半
身

写
真
貼
付
）
１
通
を
２
月
21
日
（
金
）
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
の
場
合
は
、

同
日
ま
で
に
必
着
）

面
接
日
　
詳
細
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
５
―
２
７
０
３

伊
佐
市
菱
刈
花
北
１
０
８
４

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
　
　
　
☎
�
１
２
３
３

平
成
26
年
度
　
県
立
宮
之
城
高
等
技

術
専
門
校
入
校
生
募
集

科
　
　
名

　
建
築
科
（
離
転
職
課
程
）
１
年
課
程
　

募
集
人
員
　
20
人

応
募
資
格

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し
込
み
を
し
て

い
る
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
等

受
付
期
限
　
２
月
24
日
（
月
）

試
験
日
　
３
月
４
日
（
火
）

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
訓
練
受
講
指
示
を
受
け

　
た
人
は
、
訓
練
期
間
中
の
基
本
手
当
、
通

　
所
手
当
及
び
受
講
手
当
（
40
日
を
限
度
）

　
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
国
分
公
共
職
業
安
定
所
大
口

出
張
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
口
）
か
当
校
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
９
６
・
５
３
・
０
２
０
７

　
保
有
者

③
②
に
準
じ
た
能
力
を
も
ち
子
供
と
接
す
る

　
仕
事
や
活
動
に
従
事
し
た
こ
と
が
あ
る
人

募
集
人
員
　
若
干
名

応
募
方
法

　
自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
で
上
半
身

写
真
貼
付
）
１
通
を
２
月
18
日
（
火
）
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
の
場
合
は
、

同
日
ま
で
に
必
着
）

面
接
日
　
詳
細
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
５
―
２
７
０
１

伊
佐
市
菱
刈
前
目
２
１
０
６

学
校
教
育
課
指
導
係
　
　
　
☎
�
１
５
３
２

期
　
　
間

　
３
月
26
日
（
水
）
～
４
月
１
日
（
火
）
６

泊
７
日

場
　
　
所
　
大
島
郡
与
論
町

事
前
説
明
会
　
全
国
12
会
場
で
実
施

▽
福
岡
会
場
（
深
見
ビ
ル
会
議
室
）

　
２
月
15
日
（
土
）
15
時
30
分
～
16
時
30
分

定
　
　
員
　
小
学
生
２
０
０
人
（
先
着
順
）

参
加
料
　
１
２
１
、
０
０
０
円

※
鹿
児
島
空
港
出
発
の
場
合

申
込
締
切
　
３
月
５
日
（
水
）

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３
・
６
４
１
７
・
９
７
２
１

ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島
参
加

者
募
集



17　　広報いさ  2014.02.01

子
育
て
講
演
会

日
　
　
時
　
２
月
９
日
（
日
）
10
時
～
15
時

場
　
　
所
　
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

相
談
内
容

▽
家
事
関
係

　
婚
姻
、
離
婚
、
夫
婦
関
係
、
親
子
関
係
、

扶
養
、
遺
産
相
続
、
そ
の
他
親
族
関
係
な
ど

の
問
題
に
関
す
る
調
停
手
続
き
の
相
談

▽
民
事
関
係

　
土
地
・
建
物
の
売
買
、
譲
渡
、
土
地
の
境

界
等
、
金
銭
の
貸
借
、
破
産
、
交
通
事
故
等

に
関
す
る
紛
争
の
調
停
手
続
き
の
相
談

問
い
合
わ
せ
先

大
口
調
停
協
会
　
　
　
　
　
☎
�
５
７
０
８

日
　
　
時
　
３
月
１
日
（
土
）
10
時
～
16
時

場
　
　
所
　
湧
水
町
栗
野
中
央
公
民
館

相
談
内
容
　
司
法
書
士
の
業
務
全
般

問
い
合
わ
せ
先

県
司
法
書
士
会
国
分
支
部

☎
０
９
９
５
・
５
２
・
８
４
８
５

日
時
・
会
場

▽
２
月
26
日
（
水
）
19
時
　
田
中
小
学
校

▽
２
月
27
日
（
木
）
19
時
　
羽
月
小
学
校

▽
３
月
１
日
（
土
）
10
時
30
分

　
大
口
元
気
こ
こ
ろ
館

日
　
　
時
　
１
回
目
　
２
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　
　
２
回
目
　
３
月
５
日
（
水
）

　
　
　
　
　
受
付
：
18
時
～
18
時
30
分

　
　
　
　
　
講
演
：
18
時
30
分
～
20
時
　

場
　
　
所
　
大
口
元
気
こ
こ
ろ
館

講
　
　
師
　

　
塗
木
雄
一
朗
氏（
北
薩
病
院
小
児
科
医
長
）

内
　
　
容
　

○
１
回
目
「
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

　
発
達
に
つ
い
て
」

○
２
回
目
「
育
ち
に
く
さ
、
育
て
に
く
さ
を

　
感
じ
る
の
は
な
ぜ
？
」

参
加
料
　
無
料

申
込
期
限
　
２
月
７
日
（
金
）

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　

伊
佐
市
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
�
５
５
１
１

裁
判
所
の
調
停
委
員
に
よ
る
無
料
相

談
会

県
司
法
書
士
会
国
分
支
部
に
よ
る
無

料
相
談
会

第
26
回
「
伊
佐
子
ど
も
芸
術
祭
典
」

　
市
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
し
、
明

る
く
住
み
よ
い
伊
佐
市
を
実
現
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
「
人
権
を
考
え
る
市
民
の
つ
ど

い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
人
権
問
題
を
み
ん
な
で
考
え
る
良
い
機
会

で
す
。
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
　
　
時
　

2
月
16
日
（
日
）
受
付
９
時
～

　
　
　
　
　

9
時
30
分
～
11
時
55
分

会
　
　
場
　
菱
刈
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

内
　
　
容

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
「
大
口
明
光

　
学
園
　
伊
佐
市
歌
斉
唱
」

○
小
・
中
学
校
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
優

　
秀
作
品
朗
読

○
講
演
会
　
講
師
：
前
田
隆
幸
氏
（
社
会
福

　
祉
法
人
松
和
会
評
議
員
）　

　
演
題
：
「
誰
も
が
幸
せ
に
生
き
る
た
め
に

　
～
わ
が
子
の
成
長
を
通
し
て
考
え
る
障
が

人
権
を
考
え
る
市
民
の
集
い

　
い
者
の
人
権
」　

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
人
権
啓
発
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
１
５
３

2
通
り
で
す
。

○
「
個
別
健
診
」
を
希
望
す
る
人
は
健
康
増

　
進
課
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
「
情
報
提
供
」
に
つ
い
て
は
昨
年
10
月
、

　
対
象
者
に
案
内
文
書
と
情
報
提
供
票
を
送

　
付
し
て
あ
り
ま
す
。
か
か
り
つ
け
の
病
院

　
へ
情
報
提
供
票
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
健
康
推
進
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
１
６

▽
３
月
３
日
（
月
）
19
時
　
山
野
小
学
校

※
開
場
は
開
演
の
20
分
前

演
　
　
目

　「
小
さ
な
お
城
・
ゆ
い
と
ケ
ン
ム
ン
」

出
　
　
演
　
人
形
劇
団
む
す
び
座

入
場
料
　
前
売
１
、
０
０
０
円

※
大
人
・
子
ど
も
共
通
、
３
歳
以
下
は
無
料
、

　
当
日
券
は
５
０
０
円
増

チ
ケ
ッ
ト
販
売
・
問
い
合
わ
せ
先

大
口
子
ど
も
劇
場
事
務
所
　
☎
�
２
５
１
２

　
発
達
が
気
に
な
る
お
子
さ
ん
が
、

身
近
な
地
域
で
早
期
に
支
援

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
４
月

か
ら
、
県
こ
ど
も
総
合
療
育

セ
ン
タ
ー
の
診
療
予
約
方
法
を

見
直
し
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
の
発
達
が
気
に
な
る
場
合
、
ま

ず
は
、
お
住
ま
い
の
療
育
関
係
機
関
や
お
子

さ
ん
が
通
う
保
育
所
、
幼
稚
園
な
ど
に
相
談

し
て
、
早
期
に
支
援
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
支
援
を
受
け
る
中
で
、
同
セ
ン
タ
ー
で
の

診
療
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
、
支
援
を
行

っ
た
市
な
ど
が
作
成
す
る
紹
介
票
を
基
に
、

診
療
予
約
を
行
い
ま
す
。
紹
介
票
な
し
の
診

療
予
約
は
受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
診
療
予
約
以
外
の
電
話
相
談
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
受
け
付
け
ま
す
。（
相
談

４
月
か
ら
「
県
こ
ど
も
総
合
療
育
セ

ン
タ
ー
」
の
診
療
予
約
見
直
し

専
用
☎
０
９
９
・
２
６
５
・
２
４
０
０
）

　
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

県
こ
ど
も
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
・
２
６
５
・
０
０
０
５
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☎0995-29-5108
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伊佐市からのお知らせ

広告

手 作 り 弁 当・惣 菜

☎0995-29-5108
伊佐市大口原田（国道 268号線・農林高校前）

農産物直売所

新発売

近日発売 自家焙煎コーヒー
1杯100 円・珈琲豆直売

地元の新鮮野菜が毎日入荷 !

遠赤外線石焼芋

タケシタの家造り 検索

広告

H     P http://takeshitanoie.jp
e-mail ytake@takeshitanoie.jp

住所 :伊佐市大口小木原８９９

完成しました。
平成 25 年度 国土交通省

住宅のｾﾞﾛ・ｴﾈﾙｷﾞｰ化推進事業　対象住宅

TEL：0995-22-0425

建築設計・施工・製材・不動産
建材・サッシ・浄化槽・太陽光発電等

　
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
4
℃
以
下
に
な
る
と
、

水
道
管
が
凍
っ
た
り
、
破
裂
す
る
事
故
が
多

く
な
り
ま
す
。
北
向
き
の
日
陰
や
風
当
た
り

の
強
い
と
こ
ろ
に
あ
る
水
道
管
、
ま
た
屋
外

に
あ
る
蛇
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は
特
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

防
寒
方
法

　
平
成
25
年
10
月
27
日

か
ら
改
正
さ
れ
た
県
の

最
低
賃
金
は
県
下
す
べ

て
の
労
働
者
に
適
用
さ

れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
別
に
定
め
る
特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
の
産
業
に
該
当
す
る
場
合
は
、
当

該
最
低
賃
金
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

県
最
低
賃
金
　
時
間
額
６
６
５
円

　
県
の
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
は
次
の

よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

▽
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

　
時
間
額
６
８
５
円〈
平
成
25
年
12
月
28
日
〉

▽
自
動
車
（
新
車
）
小
売
業

　
時
間
額
７
３
５
円〈
平
成
25
年
12
月
27
日
〉

▽
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、
電

　
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
製
造

　
業

　
時
間
額
７
１
０
円〈
平
成
25
年
12
月
28
日
〉

※
〈
〉
内
の
日
付
は
効
力
発
生
日
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
９
９
・
２
２
３
・
８
２
７
８

鹿
児
島
県
の
最
低
賃
金
改
正

水
道
管
の
防
寒
対
策

使用者も
労働者も

必ずチェック

ぬ
る
ま
湯

　
水
道
管
に
は
布
切
れ
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

な
ど
の
保
温
材
を
巻
き
つ
け
ま
す
。
メ
ー
タ

ー
ボ
ッ
ク
ス
に
は
布
切
れ
な
ど
を
詰
め
る
と

効
果
的
で
す
。

も
し
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　
凍
っ
た
蛇
口
や
水
道
管

に
タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
て
、

そ
の
上
か
ら
水
か
ぬ
る
ま

湯
を
ゆ
っ
く
り
か
け
て
く

だ
さ
い
。
熱
湯
は
絶
対
に
か
け
な
い
で
く
だ

さ
い
。
破
裂
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

万
一
破
裂
し
て
し
ま
っ
た
ら

　
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
等
の
止
水
栓
を
閉

め
、
水
を
止
め
て
か
ら
最
寄
り
の
水
道
修
繕

セ
ン
タ
ー
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

大
口
地
区
水
道
修
繕
セ
ン
タ
ー☎

�
５
３
３
３

菱
刈
地
区
水
道
修
繕
セ
ン
タ
ー☎

�
２
８
７
０

労
働
に
関
す
る
無
料
相
談
会

　
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

　
県
労
働
委
員
（
弁
護
士
・
労
働
組
合
役
員

等
・
会
社
経
営
者
等
）
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
労
働
者
、
事
業
主
ど
ち
ら
で
も
、
お
気
軽

に
相
談
く
だ
さ
い
。

日
　
　
時
　
２
月
25
日
（
火
）　

　
　
　
　
　
14
時
30
分
～
17
時

※
受
付
は
16
時
30
分
ま
で
。

場
　
　
所
　
県
庁
15
階
労
働
委
員
会

ひ
し
か
り
が
ら
っ
ぱ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
　
　
時
　
２
月
16
日
（
日
）
受
付
９
時
～

　
　
　
　
　
開
会
式
　
　
９
時
15
分
～

　
　
　
　
　
試
合
開
始
　
９
時
30
分
～

場
　
　
所

　
菱
刈
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

パ
ー
ト
　

○
混
成
の
部
（
女
性
が
１
人
以
上
）

○
女
子
の
部
（
チ
ー
ム
全
員
が
女
性
）

参
加
料
　
１
人
に
つ
き
３
０
０
円

※
が
ら
っ
ぱ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
は
無
料

申
込
方
法

　
菱
刈
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
・
伊
佐
市
文
化

会
館
に
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
文

化
ス
ポ
ー
ツ
課
に
持
参
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
２
月
10
日
（
月
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
�
６
３
２
０
・
　
�
０
９
８
１

相
談
内
容
　
解
雇
、
雇
い
止
め
、
配
置
転
換
、

　
　
　
　
　
賃
下
げ
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど

　
申
込
不
要
（
予
約
可
）

問
い
合
わ
せ
先

県
労
働
委
員
会
事
務
局
（
県
庁
15
階
）

☎
０
９
９
・
２
８
６
・
３
９
４
３
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誕
　
生

 

（
12
月
２
日
～
12
月
26
日
受
付
分
）

青
木
　
柊と
う
ま磨
（
淳
平
・
ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
菱
刈
）

赤
﨑
　
幸こ
う
た
ろ
う

太
郎
（
勇
一
・
大
島
南
）

石
川
　
要め

い斐
（
大
地
・
ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
菱
刈
）

上
之
原
　
絢あ
や
ね音
（
剛
・
松
ノ
口
）

上
之
原
　
琴こ
と
ね音
（
剛
・
松
ノ
口
）

⺽
井
　
寛ひ
ろ
あ
き明
（
一
夫
・
八
坂
町
）

宇
都
宮
　
ひ
な
た
（
弘
憲
・
井
手
原
）

瓜
生
島
　
純
じ
ゅ
ん
だ
い大
（
健
太
・
中
戸
切
）

大
町
　
朋と
も
き輝
（
盛
一
郎
・
こ
っ
が
ら
団
地
）

小
原
　
瑛え
い
と人
（
直
樹
・
西
本
町
）

栫
　
芹せ
り
な奈
（
慎
弥
・
八
坂
町
）

神
川
　
凛り
ん

（
大
樹
・
重
留
西
）

上
田
代
　
胡く
る
み桃
（
恵
・
比
良
）

亀
園
　
桐と
う
ま真
（
尭
・
瓜
之
峰
第
２
住
宅
）

後
藤
　
頼ら
い
き貴
（
秀
治
・
築
地
中
）

高
野
　
璃り

あ

な
愛
音
（
凌
一
・
西
本
町
）

多
賀
　
柚ゆ

き

な
貴
奈
（
貴
幸
・
西
本
町
）

竹
村
　
飛ひ
ゅ
う
が駕
（
郡
・
本
町
）

中
村
　
陸り
く
と人
（
安
孝
・
平
出
水
中
央
）

西
　
愛ひ
ま
り葵
（
卓
朗
・
川
北
麓
中
）

橋
ノ
口
　
一い
っ
ぽ歩
（
滝
一
・
荒
田
下
）

張
原
　
鳳ほ
う
り利
（
恵
一
・
山
之
神
）

深
田
　
彪ひ
ゅ
う
ご伍
（
光
希
・
千
鳥
）

牧
野
　
來ら
い
と冬
（
誠
一
郎
・
下
青
木
）

丸
目
　
高こ
う
だ
い大
（
美
彦
・
諏
訪
馬
場
）

森
　
裕ゆ
う
た太
（
英
樹
・
花
北
上
）

（
12
月
１
日
～
12
月
31
日
受
付
分
）

大
口
地
区

飯
塚
　
フ
ジ
　
　
　
89
　（
上
青
木
中
）

大
岩
　
良
子
　
　
　
80
　（
木
崎
）

諏
訪
　
洋
子
　
　
　
74
　（
里
町
）

髙
木
　
武
盛
　
　
　
81
　（
里
町
）

竹
之
内
　
ミ
サ
子
　
74
　（
上
木
ノ
氏
）

田
添
　
好
子
　
　
　
83
　（
上
八
坂
）

平
通
　
征
治
　
　
　
76
　（
牛
尾
）

宮
原
　
延
子
　
　
　
94
　（
上
ノ
馬
場
）

山
内
　
ハ
ル
ヱ
　
　
90
　（
牛
尾
）

米
森
　
章
　
　
　
　
73
　（
大
道
）

山
野
地
区

木
之
下
　
行
夫
　
　
71
　（
下
之
馬
場
）

小
辻
　
司
　
　
　
　
81
　（
荒
平
）

平
川
　
タ
エ
子
　
　
84
　（
石
井
）

宗
像
　
利
德
　
　
　
88
　（
上
之
馬
場
）

羽
月
地
区

石
原
　
ハ
ツ
ミ
　
　
92
　（
駅
前
）

岩
坪
　
正
義
　
　
　
95
　（
園
田
）

上
場
　
道
子
　
　
　
84
　（
羽
山
）

小
倉
　
重
忠
　
　
　
71
　（
須
原
）

☎22-0080 
まずはご相談を!! 

エス・テー・ラボ  株式 
会社 

伊佐市大口里1967-2 

・パソコンの調子が悪い 
・インターネット接続 
・個人レッスン 

広告

　
広
報
い
さ
お
知
ら
せ
版
１
月
15
日
号

と
一
緒
に
配
布
し
た
“
お
ん
が
く
の
種

ま
き
コ
ン
サ
ー
ト
”
の
日
時
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
訂
正
し
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
日
　
時
　
平
成
26
年
３
月
16
日（
日
）

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
か
ら
訂
正
と
お
詫
び

白
石
　
千
代
子
　
　
81
　（
冨
士
）

高
松
　
六
夫
　
　
　
57
　（
大
島
北
）

中
森
　
キ
ク
エ
　
　
86
　（
崎
山
東
）

藤
田
　
稔
　
　
　
　
82
　（
山
之
口
）

西
太
良
地
区

亀
石
　
良
二
　
　
　
82
　（
城
下
）

東
大
薗
　
フ
ミ
ヱ
　
95
　（
高
塚
）

菱
刈
地
区

今
藤
　
榮
　
　
　
　
86
　（
重
留
西
）

内
山
　
ケ
サ
ヲ
　
　
88
　（
共
進
）

勝
目
　
ユ
ミ
子
　
　
83
　（
柳
野
）

仮
屋
　
フ
ヂ
ヱ
　
　
96
　（
下
市
山
）

田
中
　
照
雄
　
　
　
80
　（
楠
原
上
）

德
留
　
善
江
　
　
　
83
　（
瓜
之
峰
）

野
中
　
秋
實
　
　
　
76
　（
田
中
上
）

枦
山
　
フ
ヂ
ノ
　
　
97
　（
本
城
麓
）

古
川
　
定
志
　
　
　
66
　（
岩
坪
）

前
田
　
修
似
　
　
　
62
　（
小
原
松
山
）

山
崎
　
文
夫
　
　
　
92
　（
荒
瀬
）

森
園
　
陽は
る
と斗
（
剛
士
・
門
前
）

山
下
　
敦あ
つ
き気
（
卓
也
・
西
水
流
）

山
之
氏
　
総そ

う
し司
（
拓
哉
・
薬
師
）

湯
原
　
光こ
う
が雅
（
太
地
・
上
八
坂
）

吉
本
　
陽ひ
な
た奏
（
聖
我
・
本
城
麓
）

広告

アスパラギン酸が生の２００倍も豊富

URL://Amazon.co.jp手 づくりのマテリア霧島
薩摩黒にんにく

伊佐総代理店　代表  西 秀雄
記念品商社㈲ N&H　☎ 22-6204

練 150g（ １カ月分）定価 11,600円　　特価 7,500円
カプセル 93 粒　　　定価 13,500円　　特価 9,000円

（黒にんにくパワーで貴方の健康を取り戻しませんか）
驚きとお喜びの声がたくさん届いています。

※その他、各種特価にて取り揃えております。

無添加
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広
報

い
さ

　
Ｎ
ｏ
.125　

2014.02.01
■

発
行

／
伊

佐
市

役
所

総
務

課
　

〒
895-2511　

鹿
児

島
県

伊
佐

市
大

口
里

1888
番

地
　

　
　

　
Tel 0995-23-1311　

Fax 0995-22-5344
　

　
　

　
　

http://w
w

w
.city.isa.kagoshim

a.jp/  　
　

info@
city.isa.lg.jp

■
印

刷
／

㈱
あ

す
な

ろ
印

刷

編
集
後
記

人口のうごき

H25.12.31 現在（前回比）

（住民基本台帳から）

総人口　28,725 人　  （－   13）
　男　　13,291 人　  （＋    ８）
　女　　15,434 人　  （－   21）
世帯数　14,123 世帯  （－   12）

◆ ◆

　
広
報
は
人
と
出
会
い
、
話
を
聞
き
、
記
事
を

書
く
こ
と
で
見
聞
を
広
め
ら
れ
る
恵
ま
れ
た
仕

事
で
す
。
そ
れ
で
も
、
仕
事
を
通
じ
て
広
が
っ

た
世
界
は
限
ら
れ
た
も
の
で
、
す
べ
て
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
世
の
中
に
は
い
ろ
ん
な
人
が
い
て

困
難
の
中
で
も
頑
張
っ
て
生
き
て
い
る
人
が
い

ま
す
。

　
今
月
は
民
生
委
員
さ
ん
を
紹
介
し
ま
し
た
。

誰
か
に
相
談
し
た
い
と
き
同
じ
地
域
に
暮
ら
す

身
近
な
相
談
相
手
で
す
。
こ
れ
ま
で
培
っ
た
さ

ま
ざ
ま
な
経
験
を
地
域
の
た
め
に
生
か
せ
る
素

晴
ら
し
い
仕
事
で
す
。
ま
た
、
民
生
委
員
に
な

っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ご
自
身
が
こ
れ
ま
で
培

っ
て
き
た
価
値
観
と
は
異
な
る
価
値
観
と
出
会

い
、
さ
ら
に
人
生
経
験
を
豊
か
に
す
る
、
ま
た

と
な
い
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。「
近
所
づ
き
あ

い
が
希
薄
に
な
る
中
、
日
常
的
な
接
点
を
持
つ

こ
と
は
難
し
い
」
と
お
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
周
囲
に
相
談
で
き
ず
悩
み
を
抱
え
る

人
に
必
要
な
支
援
を
行
う
の
が
民
生
委
員
で
す
。

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
た

め
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
る
民
生
委
員

に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
き
、
活
動
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ｎ
ａ
ｇ
ｏ
ｍ
ｉ
　
ｎ
ｏ
　
ｈ
ｉ
ｒ
ｏ
ｂ
ａ

和み
な ご

ｈｉｒｏｂａ

ｎｏの ひろば
ｎａｇｏｍｉ

お

便
りありがと

う

和み
な ご

ｈｉｒｏｂａ

ｎｏ

の
ひろば

ｎａｇｏｍｉ

　このコーナーでは、皆さ
んからの「お便り」や「写
真」をお待ちしています。

【投稿について】
◆お便りは、字数 200 文字
　以内。写真は、１枚につ
　き 50 文字以内。（文章は、
　必要に応じて添削する場
　合があります）
◆住所・氏名・年齢・性別・
　電話番号・ペンネーム（記
　入がない場合イニシャル
　で掲載します）を記入の
　上、市広報係までご投稿
　ください。
◆投稿は、はがき・封書・
　メールまたは直接広報係
　へ
◆締切は、毎月 10 日
※営利目的や個人、団体を
　批判・中傷するような内
　容は掲載できません。
※紙面の都合上、掲載でき
　ないこともあります。

【投稿・問い合わせ先】    
〒８９５－２５１１　
伊佐市大口里１８８８番地
総務課広報係（大口庁舎）

「和みのひろば」係
☎�１３１１

○内　　１１１６・１１１７
koho@city.isa.lg.jp

　
お
と
と
し
誕
生
し
た
伊
佐
市
公
式
ワ
ナ
ゲ
協
会

の
講
習
会
や
公
式
ワ
ナ
ゲ
教
室
な
ど
に
参
加
し
て

心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
私
の
年
齢
で
も

楽
し
め
る
公
式
ワ
ナ
ゲ
の
魅
力
に
ハ
マ
り
資
格
認

定
試
験
を
受
け
ま
し
た
。
笑
い
あ
り
た
め
息
あ
り
、

緊
張
し
ま
し
た
が
見
事
「
参
段
」
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
皆
さ
ん
も
挑
戦
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
。

　
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
な
が
ら
健
康
の
た
め
に
も

続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
沢
山
の
仲
間
が
増
え
る

よ
う
に
普
及
員
と
し
て
の
活
動
も
頑
張
り
た
い
で

す
。
　
　（
大
口
　
イ
エ
ロ
ー
ハ
ッ
ピ
ー
　
60
代
）

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
仲
間
の
長
野
好
熊
さ
ん

（
81
歳
）
か
ら
、
20
人
分
の
手
編
み
の
ベ
ス
ト
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
編
み
物
歴
35
年
の
始
ま
り
は

甥
・
姪
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

こ
こ
数
年
は
、
身
体
を
冷
や
さ
な
い
よ
う
に
と
老

人
ク
ラ
ブ
仲
間
の
私
た
ち
に
編
ん
で
く
れ
て
い
ま

す
。

　
腰
ま
で
か
く
れ
て
温
か
く
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

　牛尾校区のゆるキャラ「う
しおぼう」缶バッヂ。牛尾郵
便局で見つけました。早く着
ぐるみできないかな。

（牛尾　チェス　30 代）

　
大
島
北
老
人
ク
ラ
ブ
さ
ん
、
ベ
ス
ト
の
写
真
拝

見
し
ま
し
た
。
カ
ラ
フ
ル
な
色
使
い
で
気
持
ち
ま

で
明
る
く
な
る
よ
う
な
素
敵
な
デ
ザ
イ
ン
で
す
ね
。

一
人
ひ
と
り
模
様
も
色
も
変
え
て
あ
っ
て
、
皆
さ

ん
と
て
も
お
似
合
い
で
す
。

脇
口
は
畑
作
業
や
趣
味
を
楽
し
む
と
き
に
邪
魔
に

な
ら
な
い
よ
う
に
と
配
慮
さ
れ
た
も
の
で
す
。
心

ま
で
あ
た
た
め
て
く
れ
る
大
切
な
私
た
ち
の
１
枚

で
す
。
　  

（
羽
月  

大
島
北
老
人
ク
ラ
ブ
　
70
代
）




